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社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　

無
料
年
金
相
談

　
　
　

５
月
14
日
（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
　
　

三
豊
市
役
所
西
館

　
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
な
ど
の
ほ
か
、
相
談
者

本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
。
代
理

人
の
場
合
は
、
委
任
状
お
よ
び
代
理
人
本
人
で

あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

高
松
（
オ
フ
ィ
ス
）

　

☎
0
8
7
（
8
1
1
）
6
0
2
0

Information' s
くらしのおしらせみとよ

▲

問い合わせ　　　　　　市民課　　　　☎73－3005
善通寺年金事務所　☎0877－62－1662

国民年金のお知らせ
　

伊
舎
那
院
の

　

木
造
金
剛
力
士
立
像

（
市
指
定
有
形
文
化
財

　

平
成
16
年
４
月
1
日
）

　

皆
さ
ん
は
「
仁
王
立
ち
」

と
い
う
言
葉
の
語
源
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
仁
王
像
の

よ
う
に
力
強
く
立
つ
こ
と
と

い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
仁
王
像
と
は
、

皆
さ
ん
が
お
寺
で
必
ず
一
度

は
目
に
し
た
こ
と
の
あ
る
金

剛
力
士
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

財
田
町
財
田
中
に
あ
る
伊
舎
那

院
の
山
門
の
両
側
に
、
今
回
紹
介

す
る
金
剛
力
士
立
像
が
あ
り
ま
す
。

　

金
剛
力
士
と
は
、
仏
教
に
お
け

る
守
護
神
で
す
。
一
般
的
に
は
仁

王
さ
ん
の
名
で
親
し
ま
れ
て
お
り
、

口
を
開
い
た
阿
形
像
と
口
を
固
く

結
ん
だ
吽
形
像
の
２
体
を
一
対
と

し
て
い
ま
す
。
向
か
っ
て
右
側
に

阿
形
像
が
、
反
対
側
に
吽
形
像
が

配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
ま
れ
に
逆
の
場
合
も
あ

り
ま
す
。
と
も
に
怒
り
を
あ
ら
わ

し
た
表
情
を
し
て
お
り
、
筋
骨

隆
々
と
し
た
肉
体
が
特
徴
的
で
、

寺
院
内
を
仏
敵
か
ら
守
る
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

伊
舎
那
院
に
安
置
さ
れ
て
い
る

木
造
金
剛
力
士
立
像
は
阿
形
像
が

２
１
８
㎝
、
吽
形
像
が
１
９
８
㎝

の
大
き
さ
で
、
勇
ま
し
く
写
実
的

な
表
現
か
ら
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら

南
北
朝
時
代
に
か
け
て
の
作
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
外
に
置
か

れ
て
い
る
た
め
傷
み
や
す
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
古
い

時
代
の
も
の
が
、
今
も
な
お
安
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
珍
し
く
、
貴

重
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

一
説
に
よ
る
と
、
こ
の
像
は
金

比
羅
宮
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
と
さ

れ
、
伝
統
の
深
さ
が
う
か
が
え
ま

す
。
寺
院
を
守
り
続
け
る
よ
う
に

立
つ
金
剛
力
士
立
像
に
も
、
注
目

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

あ
ぎ
ょ
う

に
お
う
だ

う
ん
ぎ
ょ
う

▲

吽
形
像

▲

阿
形
像

くらし

　

学
生
と
若
年
者
は

　
　
　

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、

本
人
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
学
校
教
育
法
に
規
定
す

る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学

校
（
修
業
年
限
が
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る

人
で
す
。
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課

程
の
人
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

市
民
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

承
認
期
間
は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で

す
。
今
年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る
場
合
は
、

４
月
に
届
い
て
い
る
再
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
・

配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
納
付
猶
予
申
請
を
行
わ
ず
保
険

料
が
未
納
の
場
合
、
障
が
い
年
金
な
ど
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
追
納
制
度

　

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金
受
給
資
格
期

間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
。
就
職
な
ど
で
収
入
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
将
来
受
け
取

る
年
金
を
増
額
す
る
た
め
、
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

子
の
あ
る
夫
に
も

　
　

遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　　
こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
加
入
者
が
亡
く
な

っ
た
場
合
は
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
た
「
子
の
あ
る
妻
」
ま
た
は

「
子
」
に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い

ま
し
た
。　

　

４
月
１
日
か
ら
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
た
妻
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
「
子
の
あ

る
夫
」
に
も
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

未
支
給
年
金
の
請
求
範
囲
が

　
　
　
　
　
　
　

拡
大
さ
れ
ま
し
た

　

年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
人

に
支
払
わ
れ
る
は
ず
の
年
金
が
残
っ
て
い
た

り
、
年
金
を
請
求
し
な
い
う
ち
に
亡
く
な
っ

た
と
き
は
、
遺
族
に
死
亡
し
た
月
ま
で
の
未

支
給
の
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
4
月
か
ら

は
、
そ
の
人
と
生
計
を
同
一
に
し
て
い
た
配

偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉

妹
に
加
え
て
、
新
た
に
そ
れ
以
外
の
三
親
等

内
の
親
族
（
甥
、
姪
、
子
の
配
偶
者
な
ど
）

も
請
求
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　
☎
62
･
1
1
1
3

　　

６
月
１
日
は

　
　

人
権
擁
護
委
員
の
日

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
人
権
思
想
の

普
及
や
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権

擁
護
委
員
は
、
全
国
の
市
町
村
に
約

1
4
，0
0
0
人
配
置
さ
れ
、
地
域

に
密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
次
の
日
程
で

人
権
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

人
権
課　

☎
73
・
3
0
0
8

じ
ん
け
ん
探
訪
35

い　
　

し
ゃ　

な　

い
ん

も
く　
ぞ
う　
こ
ん　
ご
う　
り
き　
し　
り
ゅ
う
ぞ
う

※
相
談
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
で
す

※
４
月
１
日
付
け
で
、
小
野
敏
夫
さ
ん
（
詫
間
町
）・
十
川
剛
さ
ん
（
豊
中
町
）

　

が
再
任
さ
れ
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

敬
称
略・順
不
同

町
名

財
田

山
本

詫
間

高
瀬

仁
尾

三
野

豊
中

委　

員　

名

重
信　
　

厚　
　

木
下　

政
晴

川
崎　

廣
美

大
野　

邦
子　
　

和
田　

光
博

藤
川　

和
子　
　

近
藤　

貞
則

藤
村　
　

隆　
　

柚
本　

計
悟

板
倉　

順
子　
　

小
野　

敏
夫

石
井　

昭
夫　
　

奈
尾　

礼
子

入
江　

健
一　
　

詫
間　

定
男

小
野　

益
一

木
下　
　

実　
　

辻　
　

演
美

大
矢
根
節
子

加
賀
宇
由
基　
　

丸
岡
有
美
子

建
林
伊
都
子　
　

佐
藤　

咲
子

十
川　
　

剛　
　

秋
山　

勝
美

秋
山　

茂
利　
　

馬
渕　

澄
子

相
談
日

６
月
２
日（
月
）

６
月
２
日（
月
）

　

・
１８
日（
水
）

６
月
１1
日（
水
）

財
田
庁
舎

山
本
町
農
村
環
境

　
　

改
善
セ
ン
タ
ー

高
瀬
町
農
村
環
境

　
　

改
善
セ
ン
タ
ー

三
野
町
社
会
福
祉

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

詫
間
福
祉
セ
ン
タ
ー

仁
尾
庁
舎

豊
中
庁
舎

場　
　

所

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
（
基
礎
年

　

金
番
号
を
確
認
で
き
る
も
の
）

・
印
鑑

・
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
コ
ピ

　

ー
可
）

・
前
年
所
得
が
あ
る
人
は
、
雇
用
保
険

　

受
給
資
格
者
証
・
離
職
票
な
ど

持
参
物

日
時

場
所


